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　制作  

　「ささやかな」展に出展した作品、陶芸クラブ「あさひ窯」にオープ

ンするカフェギャラリーのテーブルを制作提案。　

　手で「モノをつくるコト」を目的に、複製はせずひとつひとつのモノ

に起こる違い、一つしかないものを大切にする。　

　

　尾張旭市にある陶芸クラブ「あさひ窯」に、今年4月頃を目標に

オープンするカフェギャラリーを、現在オーナーと建築家と会員が、

床タイルからすべて手づくりで1年程かけて店舗づくりをしている。

そのことから、インテリア制作もひとつひとつを手で制作。

　主に陶器を中心に、様々なジャンルの作家作品を展示、またカ

フェとして使用していく。テーブルがショーケースとなるようデザイン

し、中の間仕切り兼台は、陶芸クラブらしく陶磁器で制作。テーブ

ルは見やすいよう天板の位置を少し高めに設定。鞄等を置く台や

広めにとった天板が、ショーケースとしてもカフェテーブルとしても

使用しやすくする。
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写真1：一輪挿／「ささやかな」展／2013
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写真2 写真3 写真4

写真1
素材：磁器土/ブビンガ・メイプル・ウエンジ・ケヤキ型
は使用せず、そのとき制作したときの表情がでる。

写真2
陶磁器の間仕切り兼展示台。ジュエリーなどの小物
作品を展示、展示に合わせ配置を変える。
また、間仕切りの種類は増作予定。

写真3・4
写真1のものを外し、高さのない作品を展示


